
陸域

【 絶滅危惧Ⅰ類】

ニシノ シマギセル・ オキビ ロ ウド マイ マイ ・ アラ ハダシロ マイ マ

イ （ 継続）

ハンジロ ギセル（ 昇格）・ イ ワミ マイ マイ （ 新規）

　 ニシノ シマギセルは隠岐諸島西ノ 島の固有種であり 島内の焼火

山、高崎山、国賀海岸など自然豊かな環境に生息し ている 。 近年、

西ノ 島の北東約1 .2 k m沖合の無人島・ 星神島の生息も 報告さ れ

ている が、 個体数は多く ない。 島後のみに生息するオキビ ロウド

マイ マイ も 生息数は少なく 観察さ れる 機会は多く ない。 近年、 島

前（ 西ノ 島、 海士） から 記録さ れた個体は、 殻形態及び生殖器の

特徴から 本土側に生息域を も つ別種の可能性が高い。 また、 アラ

ハダシロ マイ マイ は西ノ 島と 島後のごく 限ら れた場所にわずかに

生息し ている。 以上の点から Ⅰ類継続が妥当である。 ハン ジロ ギ

セルは大田市大江高山を タ イ プ 産地と する キセルガイ 類である

が、 タ イ プ産地での生息環境の変化で生息数は減少し ている。 本

種は安蔵寺山一帯のブナ林にも 生息が見ら れる がき わめて希少で

ある。 Ⅱ類から の昇格が妥当である 。 情報不足と さ れてき たイ ワ

ミ マイ マイ は県西部津和野町を タ イ プ産地と し て記載さ れた大形

のマイ マイ 類である 。 山口・ 広島両県に近い安蔵寺山一帯のごく

狭い範囲に生息する と 考えら れる。 近年、 複数個体の生体が採集

さ れ生殖器等の知見が得ら れた。 本種の生息環境保全には十分留

意する 必要がある 。 Ⅰ類への昇格が妥当である 。

【 絶滅危惧Ⅱ類】

オキムシオイ・ オキゴマガイ・ オキノ ク ニキビ・ ヒ メ ナミ ギセル・

オキシメ ク チマイ マイ ・ オキニシキマイ マイ （ 継続）

イ ト ウムシオイ ・ オカ ムラ ムシオイ ・ ヤママメ タ ニシ・ ク リ イ ロ

ギセルモド キ・ カ ワモト ギセル・ モリ ヤギセル・ シイ ボルト コ ギ

セル・ ダイ セン ニシキマイ マイ （ 昇格）

ト サギセル・ ホソ ヒ メ ギセル（ 新規）

　 オキムシオイ 、 オキノ ク ニキビはと も に隠岐固有種と さ れてき

たが、 近年の調査で他地域でも 同じ 特徴を 持つ個体が記録さ れ、

両種に同定さ れている 。 し かし 、 いずれの産地でも 個体数が極め

て少ない。 隠岐を タ イ プ産地と し て記載さ れた種と し てはその生

息は貴重である。 オキムシオイ 、 ヒ メ ナミ ギセル、 オキシメ ク チ

マイ マイ 、 オキニシキマイ マイ のタ イ プ産地と し ての保全は重要

である 。 ムシオイ ガイ 類のイ ト ウムシオイ 、 オカ ムラ ムシオイ の

生息は生息環境の変化によ り 徐々に厳し く なっ ている 。 ヤママメ

タ ニシは島後でも 確認さ れているが、 本土側の生息と と も に生息

は局限し ている。ク リ イ ロ キセルモド キの県西部における 生息は、

分布の西限と し て極めて重要である 。 樹上性で個体数はき わめて

少ない。 シイ ボルト コ ギセルは益田市沖合に浮かぶ高島にも 生息

するこ と が確認さ れ、 飛び地的に分布する県西部の空白を 埋める

こ と ができ た。 カ ワモト ギセル、 モリ ヤギセルは山地の古木・ 倒

木に生息する が、 近年生息数が少なく なっ ている 。 中国山地のブ

ナ林に生息する大形のマイ マイ 類である ダイ セン ニシキマイ マイ

の生息数も 減少し ている。 以上の点から 準絶滅から Ⅱ類への昇格

が妥当である。 今回新たに小形のキセルガイ 類、 ト サギセルと ホ

ソ ヒ メ ギセルの2 種を 登録する 。 両種は県西部のブ ナ林で古木・

倒木に生息し 、 生息地は局限し 、 個体数も 少ない。 その生息は極

めて貴重であり 環境保全に配慮を 要する 。

【 準絶滅危惧】

アズキガイ （ 継続） オキマイ マイ （ 降格）

カ サネシタ ラ ・ チョ ウシュ ウシロ マイ マイ （ 新規）

　 県内のアズキガイ の記録は少ない。 本種は自然分布と と も に、

他県では物流に伴う 市街地周囲での生息も 見ら れる。 本県の生息

は山地であり 自然分布と 考えら れる。 引き 続いて準絶滅が妥当で

ある。 オキマイ マイ は隠岐諸島に生息するサン イ ン マイ マイ の矮

小型と さ れる。 樹上性で、 隠岐では比較的見る 機会は多い。 島嶼

における矮小型と し て他地域でも 生息は見るこ と ができる。 Ⅱ類か

ら 準絶滅への降格であるが生息の意義は大き い。 近年の微小貝の

調査により 殻長5 ー6 mm以下の種が多く 記録さ れている。 その中

には生息地が限定し 、 個体数が極めて少ないも のも いる。 カ サネ

シタ ラ はブ ナ林など の林床に生息し 、 殻表が鋭い階段状になる 特

異な形をし ている。 チョ ウシュ ウシロマイ マイは2 015 年に新種記

載さ れた樹上性巻き 貝である。 近縁のコ ウダカ シロマイ マイ と 混

同さ れた種で、 タ イ プ 産地は山口県中部である。 本県西部・ 益田

市付近で、 県東部に広く 分布するコ ウダカ シロマイ マイ と 分布を

接し ている。樹上性であり 環境保全に留意を要する。カサネシタ ラ 、

チョ ウシュウシロマイマイの準絶滅への新規登録が妥当である。

【 情報不足】

サイ コ ク ビ ロ ウド マイ マイ （ 継続）

ヤマク ルマ・ ヒ メ コ ギセル・ ヤマタ カ マイ マイ （ 降格）

　 サイ コ ク ビ ロ ウド マイ マイ は本県西部の安蔵寺山を タ イ プ産地

と し て記載さ れた。 その後本種と さ れる 個体が県東部の枕木山、

広島県、 山口県、 大分県、 福岡県などで採集さ れている が、 いず

れの産地でも 個体数は少ない。 また、 タ イ プ産地では再三の調査

にも かかわら ず生体が確認さ れていない。 現在、 近縁種と の比較

検討が行われており 、今回の改訂時点では情報不足が妥当である。

ヤマク ルマ、 ヒ メ コ ギセル、 ヤマタ カ マイ マイ はこ れまでの記録

が少なく 、 近年の調査でも 確認さ れていない。 生息の可能性はあ

る が更なる 情報入手が必要である 。 準絶滅から 情報不足への降格

が妥当である 。

陸水域

【 絶滅危惧Ⅰ類】

カワシンジュガイ（ 継続）・ オバエボシガイ・ ニセマツカサガイ（ 新規）

　 カ ワシン ジュ ガイ は記録のある 周布川上流域において採取調査

を 行っ たが、 確認する こ と はでき なかっ た。 また2 0 2 4 年には環

境DN Aによ る 解析を 行っ たが検出さ れなかっ た。 他の河川にも

生息する可能性がある ため、 Ⅰ類と し た。 オバエボシガイ ・ ニセ

マツ カ サガイ は2 0 2 4 年に高橋によ り 江の川水系で生息が明ら か

になっ たが、県内ではこ の1 地点のみであり 、河川改修、森林伐採、

自然災害等によ る土砂の流入等による 生息地の悪化を考慮し てＩ

類と し た。

【 絶滅危惧Ⅱ類】

ササノ ハガイ ・ カ ラ スガイ （ 継続）

ホラ アナミ ジン ニナ・ キタ ノ タ ガイ ・ カ タ ド ブガイ （ 新規）

ササノ ハガイ は江の川水系、 カ ラ スガイ は斐伊川水系と 限ら れた

地域に生息する ためⅡ類と し た。
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　 ホラ アナミ ジン ニナは殻長約1 .6 mmほど の紡錘形を し た巻き

貝である 。 生息は山地や里山を問わず、 小渓流の礫や沈水し た落

葉の裏に見ら れる 。県内の生息は近年の調査で明ら かになっ たが、

県西部の限ら れた地域で見つかっ ている。 生息地が比較的人里に

近いこ と から 、 その生息環境の保全には留意が必要である。 新た

な生息地の発見が期待さ れる が、 今回の改訂時点ではⅡ類が妥当

である 。 キタ ノ タ ガイ ・ カ タ ド ブガイ は土地開発、 大雨によ る 土

砂の流入、 自然災害やヌ －ト リ ア等の外来生物によ る 捕食によ っ

て生息が脅かさ れている 。

【 準絶滅危惧】

マツカ サガイ （ 継続） レ ン ズヒ ラ マキ（ 新規）

　 マツ カ サガイ は比較的広範囲に生息する こ と が判明し たが、 河

川改修、 森林伐採、 自然災害等によ る 土砂の流入等やヌ －ト リ ア

等の外来生物によ る 捕食によ っ て生息が脅かさ れている 。 レ ン ズ

ヒ ラ マキは出雲市や益田市のため池等にみら れるが、 生息場所は

限ら れる ため、 生息環境の保全には留意が必要である 。

【 情報不足】

カ タ ハガイ ・ イ シガイ ・ ヌ マガイ ・ マシジミ （ 新規）

　 イ シガイ・ ヌ マガイ は県内に広く 分布するが減少傾向にあるこ

と 、 カ タ ハガイ は発見例が少なく 情報不足と し た。 マジジミ はタ

イ ワン シジミ 種群の侵入により 置換さ れつつあり 生息は脅かさ れ

ている。本種の生息情報は不明であり 、現段階では情報不足と し た。

汽水域

【 準絶滅危惧】

ムシヤド リ カ ワザン ショ ウ・ ヨ シダカ ワザンショ ウ・ ミ ヤコ ド リ

（ 新規）

ミ ズゴマツ ボ（ 継続）

　 ムシヤド リ カ ワザン ショ ウ、 ヨ シダカ ワザン ショ ウはいずれも

生息環境は水中ではなく 高潮帯付近に生息し 、 ヨ シ群落内の流木

等の下で確認さ れる 。 汽水域の植物が生育する 場所は限ら れるた

め、 生息環境の保全には留意が必要である 。 ミ ズゴマツ ボは宍道

湖およ び中海周辺の他、 新たに大田市や益田市で生息を 確認さ れ

た。 また、 宍道湖水が導水する 松江堀川では広範囲に生息する。

ミ ヤコ ド リ は中海の沿岸のみで確認さ れている 。 底泥に埋没する

礫の裏に付着する。 こ のよう な還元環境に生息する ため、 生息環

境の保全に留意が必要である 。

（ 増野和幸・ 戸田顕史）

陸・ 淡水産貝類掲載種一覧 計4 7 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
○オバエボシガイ ↑ニセマツ カ サガイ ・ カ ワシン ジュ ガイ

・ ニシノ シマギセル ↑ハンジロ キセル ・ アラ ハダシロ マイ マイ

◇イ ワミ マイ マイ ・ オキビ ロ ウド マイ マイ 計8 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
↑カ ラ スガイ ↑ササノ ハガイ ○キタ ノ タ ガイ

○カ タ ド ブガイ ・ オキゴマガイ ○ホラ アナミ ジン ニナ

↑ヤママメ タ ニシ ・ オキムシオイ ↑イ ト ウムシオイ

↑オカ ムラ ムシオイ ↑ク リ イ ロ キセルモド キ ○ホソ ヒ メ ギセル

・ ヒ メ ナミ ギセル ↑モリ ヤキセル ↑シイ ボルト コ ギセル

↑カ ワモト ギセル ○ト サギセル ・ オキノ ク ニキビ

↑ダイ センニシキマイ マイ ・ オキニシキマイ マイ ・ オキシメ ク チマイ マイ 計2 1 種

準絶滅危惧（ N T ）
・ マツ カ サガイ （ 広域分布種） ○ミ ヤコ ド リ ・ アズキガイ

○ムシヤド リ カ ワザン ショ ウ ○ヨ シダカ ワザンショ ウ ・ ミ ズゴマツボ

○レ ン ズヒ ラ マキガイ ○チョ ウシュ ウシロ マイ マイ ○カ サネシタ ラ

↓オキマイ マイ 計1 0 種

情報不足（ D D ）
◆ヤマク ルマ ○イ シガイ ○カ タ ハガイ

○ヌ マガイ ○マシジミ ◆ヒ メ コ ギセル

・ サイ コ ク ビ ロ ウド マイ マイ ◆ヤマタ カ マイ マイ 計8 種

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 1 4 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 1 2 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 1 種）

○： 新規掲載種（ 1 6 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 1 種）

◆： 情報不足への変更種（ 3 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 岡山県野生生物目録
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選定理由

　 2 0 2 4 年に初めて確認さ れた種であるが、 現状確認さ れている 生息地

が1 か所のみであり 、 個体数も 極めて少ないため。

概　 　 要

　 本種は、 東海・ 北陸以西に広く 分布する淡水生二枚貝である。 殻はや

や台形で黒色、 殻長付近に漣状の彫刻が見ら れる。 若齢個体は、 黄褐色

を 帯び、 前後に走る 皴状の彫刻が顕著にみら れる。 殻長は最大7 0 mm

ほどで殻の内面は真珠光沢が顕著であり 、 橙色を帯びる傾向にある。 主

に、 湖沼や河川、 用水路などの砂礫底や砂泥底に生息する。 春～夏にか

けて繁殖を行い、 幼生は主にヨ シノ ボリ 類やオイ カ ワなどの魚類の鰓や

鰭に寄生する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は以前から 江の川水系の広島県側では記録があっ たが、 県内にお

いては、 2 0 2 4 年に江の川水系にて確認さ れている。 再生産も 行われて

いる よ う で、 6 0 mmほど の老成個体から 2 0 mmほど の若齢個体も 生息

し ていた。 し かし 、 個体数は非常に少なく 、 複数回にわたる調査でも 累

計で数個体程度し か見つかっ ていない。 加えて、 確認さ れている生息地

も 現状1 地点のみであり 、 開発などによ る 生息地の環境変化にも 留意す

る必要がある。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大)
●参考文献

広島県（ 2 0 2 1 ） 広島県の絶滅のおそれのある 野生生物　 レ ッ ド データ ブッ ク ひろ し ま 2 0 2 1 　 貝類（ 淡水産）． 広島県環境県民局自然環境課
北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 1 6 8 pp .山と 渓谷社,東京．
髙橋拓大（ 2 0 2 6 ） 島根県の江の川から 得ら れたオバエボシガイ の記録.ホシザキグリ ーン 財団研究報告,2 9 . 印刷中

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

オバエボシガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

I n versid en s b ra n d tii   ( Kobelt, 1879)

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 県内で確認さ れている 確実な生息地が1 か所のみであり 、 個体数も 非

常に少ないため。

概　 　 要

　 殻は卵円形で膨ら みがあり 、 後縁は丸く 少し 湾曲し ている。 殻長は最

大8 0 mmに達する。 殻長付近には顆粒状の模様があり 、 後背縁には放

射状の模様が見ら れる。主に小川や用水路の砂礫から 砂泥地に生息する。

2 年で性成熟し 、 繁殖期は秋である。 マツ カ サガイ と 酷似するが、 水管

の形状や幼生期には鉤状突起を 有する 点など から 見分ける こ と ができ

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での記録は、 県東部の1 河川で確認さ れていたが、 本種と さ れて

いた個体はマツカ サガイ の誤同定である。 その後の調査でも 、 同河川で

は本種を 確認でき ておら ず、 東部での生息状況は不明である 。 2 0 2 4 年

に江の川水系にて生息が確認さ れ、 現状唯一の確実な生息地と なっ てい

るが、 生息数は非常に少ない。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

特記事項

　 江の川水系のニセマツ カ サガイ は， 遺伝的・ 形態的特徴から 隠蔽種I. 

c f. y a n a g a w e n s is  2 であるこ と が示唆さ れている。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）
●参考文献

北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 1 7 0 pp .山と 渓谷社， 東京.
Sa y enk o , E . M . e t a l. (2 0 2 0 ) Ta x onom ic  s ta tu s  o f g ene ra  N o d u la r ia , M id d e n d o r n a iaffi  a nd  In v e rs iu n io  (B iv a lv ia : U n ion id a e ) from  Sou th-Ea st A sia : m o rphome tr ic , 
g ene tic  a nd  GenBa nk  d a ta . Sy stema tic s  a nd  B iod iv e rs ity , 1 9 : 5 4 -7 3 .
髙橋拓大・ 上地健琉（ 2 0 2 5 ） 島根県の江の川から 得ら れたニセマツ カ サガイ の記録.ホシザキグリ ーン財団研究報告,2 5 ） 2 8 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ニセマツカ サガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

I n versiu n io  ya n ag aw en sis ( Kon do , 1982)

ー
準絶滅危惧

（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 本種は、 かつて島根県の中央部を流れる周布川水系の上流には、 普通

に生息し ていたも のである。 こ れら は1 9 3 7 年にカ ワシン ジュ ガイ の南

限地と し て、 国の天然記念物に指定さ れ、 旧金城町波佐では保護さ れて

いた。 し かし 、 再三にわたる水害と 河川改修のために生息が確認でき な

く なり 、 1 9 7 1 年に天然記念物の指定は解除さ れた。 だが、 こ れら の水

系のいずれかには生息し ていると 考えら れる。

概　 　 要

　 本種は、 北海道と 本州に分布し 、 山間地域の清流の砂礫底に生息す

る 二枚貝で、 殻長は最大1 0 0 mmに達する 。 殻高5 0 mm前後、 殻幅は

4 2 mm前後になる。 殻はやや厚質で黒色、 殻長は前方に寄り 、 腹縁は

僅かにく ぼむ。 殻の内側は真珠光沢が顕著である。 川底に後端を立てて

生息し ている ため、生息地ではタ チガイ （ 島根県）、タ チツガイ （ 広島県）

と いう 方言で呼ばれている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 左記のよう に、 旧金城町波佐の周布川水系に生息するも のは、 国内で

の生息南限地と し て天然記念物に指定さ れていたが、 水害や河川改修に

よ り 、 波佐地区では確認さ れなく なっ てし まっ た。 その後、 環境DN A

によ る 解析を 行っ たが、 カ ワシン ジュ ガイ のDN Aは検出さ れておら ず、

同地区のカ ワシン ジュ ガイ は絶滅し たと 考えら れる。 し かし 、 周布川水

系も し く は三隅川水系で生息し ている 可能性は否定でき ない。

存続を脅かす原因

　 河川改修、 土砂の流入、 水温上昇、 宿主であるサケ科魚類の減少。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）

●参考文献

北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 1 7 0 pp .山と 渓谷社， 東京．
増田　 修・ 内山り ゅ う （ 2 0 1 0 ） 日本産淡水貝類図鑑②汽水域を含む全国の淡水貝類： 1 7 2 -1 7 3 .ピーシーズ,神奈川．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

カ ワシンジュ ガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

M arg a riti f e ra  laevis （ Haas,1910）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 本種の生息地は西ノ 島の焼火山,高崎山等が知ら れていたが、 近年西

ノ 島北端の沖合に浮かぶ星神島から も 確認さ れたが、個体数は多く ない。

いずれの生息地も 個体数は少なく 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 比較的小型のキセルガイ で、殻高1 8 －2 0 mm 、殻径4 mm、1 2 ー1 3 層。

殻の形は紡錘形で殻口は卵形になっ ており 、 殻の表面は暗褐色で粗く 鋭

い線条がある。 唇縁は褐色で、 幅広く 反転し 厚い。 上板は少し 斜位で唇

縁に達し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島西ノ 島の固有種であり 島内の焼火山、 高崎山、 国賀海岸など

自然豊かな 環境に生息し て いる。 近年、 西ノ 島の北東約1 .2 k m沖合の

無人島・ 星神島の生息が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林の開発や樹木の伐採,自然災害による林内や林床の乾燥化など。

特記事項

　 和名が示すと おり 、 隠岐（ 西ノ 島） の固有種である。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
湊　 宏・ 深谷　 治（ 2 0 2 1 ） ニシノ シマギセルを 星神島から 初記録.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書, 2 4 : 1 0 3 -1 0 9 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） ニシノ シマギセル.し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 5 0 -3 5 1 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） ニシノ シマギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ：  1 9 1 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） ニシノ シマギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 ：  2 4 3 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ニシノ シマギセル
キセルガイ 下目　 キセルガイ 科

Stereo p h aed u sa  n ish in o sh im an a  ( Pilsb ry, 1909 )

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 島根県大田市大江高山がタ イ プ産地のキセルガイ であり 、 タ イ プ産地

での生息環境の変化で生息数は減少し ている。 本種は安蔵寺山一帯のブ

ナ林にも 生息が見ら れるがき わめて希少である。

概　 　 要

　 貝殻は中型で、 殻長1 7 －2 1 mm、 殻径は3 .8 －4 .0 mmで細長い紡錘

形状。 螺層は1 0 ～1 1 層、 螺層の下半部は赤褐色、 上半分が白色と 完全

に色分けさ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大江高山では山麓から 頂上まで自然の残る落葉樹林帯で見ら れる。 本

種は樹上性で夏季の活動期は広葉樹の古木の樹幹などに匍匐する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。 ブナ等広葉樹の自然林の減少。 コ レ ク タ －による採集圧。

特記事項

　 二色に明瞭に染め分けら れた美し いキセルガイ で和名のハンジロギセ

ルはこ れによる。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 8 ） 島根県における 陸産貝類の生息調査、 特に微小種を 中心と し て.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書,（ 2 1 ）： 1 0 8 -1 0 9 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
湊　 宏（ 2 0 1 4 ） 環境省編 レ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 　 6 　 貝類. 1 3 6  p p .ぎょ う せい．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅰ類(CR + E N )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ハンジロギセル
キセルガイ 下目　 キセルガイ 科

Stereo p h aed u sa  h em ile u ca （ Pilsb ry, 1909）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 隠岐の西ノ 島と 島後に生息し ており 、 生息個体数も 少ない。

概　 　 要

　 殻径1 4 m mほど で 中程度の白色円錐形。 周縁には強い角があり 、 本

土に生息する 近縁のコ ウダカ シロ マイ マイ と 大き く 異なる 特徴を も つ。

周縁下部には広い赤褐色の色帯がある。 樹上性であり 常緑広葉樹林の林

縁を好んで生息し ている。 建物の壁面や遊歩道の手すり 等、 林内の建造

物上を匍匐する個体を見かけるこ と がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 西ノ 島、 島後） のごく 限ら れた場所に生息する。

存続を脅かす原因

　 大木の伐採、 牧草地の拡大、 台風等による倒木等生息地の乾燥化。

特記事項

　 西ノ 島と 島後のごく 限ら れた場所にわずかに生息する。

（ 執筆者： 増野　 和幸）

●参考文献

H ira no , T ., K a m eda , Y . a nd  Ch ib a , S. （ 2 0 1 5 ） A  new  sp ec ie s o f A e g is ta  (Ga stropoda : Eupu lmona ta : Ca ma en id a e ) from  the  Chug ok u  D istr ic t, W este rn  H onshu , 
J a p a n . Mo llu sca n  Re se rch , 3 5 (2 ): 1 2 8 -1 3 8 .
増野和幸・ 鳥越兼治（ 2 0 1 4 ） キュ ウシュ ウシロ マイ マイ 種群と シロ マイ マイ における 殻形態と 軟体部形質の比較. Venus, 7 2 (1 -4 ): 8 9 -1 0 8 .
湊　 　 宏（ 1 9 8 8 ） 日本陸産貝類総目録. 2 9 4 pp . 同刊行会. 白浜.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

アラ ハダシロマイ マイ
マイ マイ 下目　 オナジマイ マイ 科

Aeg ista  p e rg ran o sa  Pilsb ry et H irase, 1908

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 本種は1 9 8 7 年に県西部津和野町を タ イ プ産地と し て記載さ れた大形

のマイ マイ 類である。 山口・ 広島両県に近い安蔵寺山一帯のごく 狭い範

囲に生息する と 考えら れる。 本種の生息環境保全には十分留意する必要

がある。

概　 　 要

　 殻は大型（ 殻径5 0 m m）、 重厚でツ ク シマイ マイ 模様を 示す。 殻口は

ゆるく 曲がっ た斜位で円味のある 三角形。 唇縁は淡紫色厚く 広く 反転す

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 山口・ 広島両県に近い安蔵寺山一帯のごく 狭い範囲に生息すると 考え

ら れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 近年、 複数個体の生体が採集さ れ生殖器等の知見が得ら れた。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 . 島根県．
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） イ ワミ マイ マ.し まねレッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 4 0 0 -4 0 1 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） イ ワミ マイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 2 0 3 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

イ ワミ マイ マイ
マイ マイ 下目　 オナジマイ マイ 科

Eu h ad ra  sen ken b erg ian a  o ccid en ta l is  Azu m a, Tatew aki et Okam u ra , 1987

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 隠岐（ 島後） に生息する陸貝であるが、 生息数がき わめて少なく 、 生

息地も 限ら れる。 さ ら に、 生息に適し た環境が年々減少し ている。

概　 　 要

　 殻高1 8 －1 9 mm。 殻は著し く 扁平で、 濃い暗褐色である 。 螺塔部は

扁平で中央へわずかに落ち込んでいる。 殻表は、 やや粗い殻毛茸で覆わ

れている。 殻高は斜位で半月に見える。 軸心はわずかに広がり 、 内唇の

薄い滑層に連なっ ている。 臍孔は広く 深く 開いている 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は隠岐諸島内にすむ陸貝の中でも 個体数が少なく 、 特に稀な種で

ある。 生息環境は自然林内の湿気が保っ ている林内の倒木や転石で確認

例が多い。

存続を脅かす原因

　 大木の伐採、 牧草地の拡大、 台風等による大木の倒木等による生息地

の乾燥化。

特記事項

　 近年、 島前（ 西ノ 島、 海士） から 記録さ れた個体は、 殻形態及び生殖

器の特徴から 本土側に生息域をも つ別種の可能性が高い。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） オキビロ ウド マイ マイ .し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 9 6 -3 9 7 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） オキビロ ウド マイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 1 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オキビロ ウド マイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 4 3 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隠岐固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅰ類(CR + E N )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

オキビロウド マイ マイ
マイ マイ 下目　 ナンバンマイ マイ 科

N ip p o n o ch lo ritis o k ien sis （ Pilsb ry et H irase, 1908）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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Euhadra awaensis occidentalis



選定理由

　 県内での生息分布は東部のみであり 、 生息地・ 個体数と も に非常に少

ないため。

概　 　 要

　 本州日本海側に分布する 大型の二枚貝であり 、 殻長は最大3 0 0 mmに

達する。 殻は黒褐色で、 翼状突起の付け根には皴状の構造がみら れる。

幼貝は翼状突起が顕著にみら れる が、 成長と と も に欠落する。 殻の内側

は真珠光沢が顕著である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 かつて松江城堀川に多数生息し ていたが、 宍道湖の汽水を

通水し た際に、 多く の個体が移植さ れた。 し かし 、 移植先の池沼では生

息を確認でき ていない。 現在確認さ れている生息地において、 再生産は

行われているも のの、 個体数が少なく 死殻が目立つ。 加えて、 ヌ ート リ

アによる食害が疑われる殻も 多く 、 今後も 生息状況を注視する必要があ

る。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）
●参考文献

北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑.1 7 1 pp .山と 渓谷社,東京.
松江市（ 1 9 9 5 ） 松江の堀川　 歴史と 自然.
島根県（ 2 0 1 4 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク  2 0 1 4  動物編　 島根県の絶滅の恐れのある 野生生物.島根県環境生活部自然環境課.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ラ スガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

Crista ria  p l ica ta  p l ica ta  ( Leach , 1879)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内では江の川水系にのみ生息し 、 確認さ れている 生息地も 限定的で

あるため。

概　 　 要

　 本種は中部以西の本州および四国に分布する淡水生二枚貝である。 殻

は極端に細長く 大型で、 殻頂は前方に偏る。 殻表には漣状の構造が見ら

れ、 殻の内面は真珠光沢が顕著である。 殻長は最大1 5 0 mmほどに成長

する。 主に、 河川や湖沼の砂礫底や砂泥底に生息する 。 春～夏にかけて

繁殖を 行い、 幼生は主にヨ シノ ボリ 類やオイ カ ワな ど の魚類の鰓や鰭

に寄生する。 本種は、 し ま ねレ ッ ド データ ブ ッ ク においてト ン ガリ サ

サノ ハガイ (La n c e o la r ia  g ra y ii )と さ れていたが、 近年の研究により 九

州の集団はキュ ウシュ ウササノ ハガイ(La n c e o la r ia  k ih ira i  K ondo  &  

H a tto ri, 2 0 1 9 )、 本州と 四国の集団はササノ ハガイ と 分類さ れたため、

それに準じ た。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、過去に浜原ダムの下流側で採取さ れた記録のみであっ たが、

近年になっ て良好な生息地が確認さ れた。 し かし ながら 、 県内において

現状確認さ れているのは江の川水系内の２ 地点のみであり 、 個体数も 決

し て多く ない。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）

●参考文献

広島県（ 2 0 2 1 ） 広島県の絶滅のおそれのある 野生生物　 レ ッ ド データ ブッ ク ひろ し ま 2 0 2 1 　 貝類（ 淡水産）． 広島県環境県民局自然環境課．
北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 1 6 8 pp .山と 渓谷社,東京．
K ondo , T . a nd  H a tto r i, A . (2 0 1 9 ) A  new  spec ie s o f th e  g enus  La n c e o la r ia  (B iv a lv ia : U n ion id a e ) from  J a pa n . V enus, 7 8 : 2 7 -3 1 。
島根県（ 2 0 1 4 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク  2 0 1 4  動物編　 島根県の絶滅の恐れのある 野生生物.島根県環境生活部自然環境課.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ササノ ハガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

Lan ceo la ria  o xyrh yn ch a  ( M arten s, 1861 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 近年になっ て確認さ れた種で、 県内での生息地が限ら れており 、 個体

数も 少ないため。

概　 　 要

　 本種は近年になっ て分類さ れた種であり 、本州の日本海側に分布する。

殻は長卵形でふく ら みが弱く 、 殻頂は前方に偏る。 殻長は最大1 0 0 mm

ほどで、 殻の内面は真珠光沢が顕著である。 主に湖沼や河川， 用水路の

砂泥底・ 泥底に生息する。 繁殖は通年行われ、 幼生は主にヨ シノ ボリ 類

やオイ カ ワなどの魚類の鰓や鰭に寄生する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では東部と 中部で確認さ れている が、 確実な生息地が現状7 ヶ 所

のみである。 主に、 斐伊川水系で確認さ れており 、 良好な生息地も 見つ

かっ ている。 中部ではド ブガイ の仲間が多産し ていたと ある 河川におい

て、 生息環境の急速な悪化により 、 壊滅的な打撃を受けてし まい、 同河

川では確認さ れなく なっ てし まっ た。 西部での生息状況は不明である。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）
●参考文献

北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑： 1 7 0 pp .山と 渓谷社， 東京
Lopes-Lima , M ., H a tto r i, A ., K o ndo , T . e t a l. (2 0 2 0 ) Fre shw a te r m usse ls (B iv a lv ia : U n ion id a e ) from  the  r is in g  sun  (Fa r Ea st As ia ): P hy lo g eny , sy stema tic s , a nd  
d is tr ib u tion . Mo le cu la r p hy lo g ene tic s  a nd  Ev o lu tion , 1 4 6 , d o i:h ttp s//do i.o rg /1 0 .1 0 1 6 /j . y mpev . 2 0 2 0 . 1 0 6 7 5 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

キタ ノ タ ガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

Berin g ian a  g o san n en sis  San o , Hatto ri &  Kon do  in  Lop es-Lipe et a l. 2020

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 近年になっ て確認さ れた種で、 県内での生息地が限ら れており 、 個体

数も 非常に少ないため。

概　 　 要

　 本種は近年になっ て分類さ れた種であり 、 本州の日本海側および北海

道に分布する 。 殻は長卵形でふく ら みが弱く 、 殻頂は中央に寄り 、 背縁

と 腹縁は平行に近い。 主に湖沼や河川、 用水路の砂泥底・ 泥底に生息す

る。 繁殖は冬に行われ、 幼生は主にヨ シノ ボリ 類やオイ カ ワなどの魚類

の鰓や鰭に寄生する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 主に斐伊川水系と 江の川水系で確認さ れている が、 確実な

生息地は現状4 ヶ 所のみである。 それら の地点においては繁殖が確認さ

れているが。 そのいずれでも 個体数は少ない。 また、 中部では本種を含

めたド ブガイ の仲間が多産し ていたと ある河川において、 生息環境の急

速な悪化により 、 壊滅的な打撃を受けてし まい、 同河川では確認さ れな

く なっ てし まっ た。 西部での生息状況は不明である。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）
●参考文献

北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 1 7 1 pp .山と 渓谷社， 東京．
Lopes-Lima , M ., H a tto r i, A ., K o ndo , T . e t a l. (2 0 2 0 ) Fre shw a te r m usse ls (B iv a lv ia : U n ion id a e ) from  the  r is in g  sun  (Fa r Ea st As ia ): P hy lo g eny , sy stema tic s , a nd  
d is tr ib u tion . Mo le cu la r p hy lo g ene tic s  a nd  Ev o lu tion , 1 4 6 , d o i:h ttp s//do i.o rg /1 0 .1 0 1 6 /j . y mpev . 2 0 2 0 . 1 0 6 7 5 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ タ ド ブガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

Bu ld ow sk ia  iw akaw a i 　 ( Su zuki, 1939 )

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 隠岐諸島のみに生息し ている陸貝であるが、 自然林の減少等や森林の

乾燥化で生息域が狭めら れている 。

概　 　 要

　 殻径2 mm、 殻高4 mm、 7 層でゴマガイ の仲間と し ては大き い方であ

る。 殻の色は赤みがかっ た黄褐色で、 成体の外観はイ ブキゴマガイ に似

ている。 国内では隠岐のみに生息し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 西ノ 島、 中ノ 島、 島後） に生息し ているが、 島外での生息地は

確認さ れていない。 広葉樹林等の林床の石や落ち葉が堆積する湿潤な環

境に生息し ている 。

存続を脅かす原因

　 放牧、 倒木、 森林伐採、 乾燥化。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） オキゴマガイ .し まねレッ ド デ－タ ブッ ク （ 動編）： 3 7 8 -3 7 9 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） オキゴマガイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 3 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オキゴマガイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 4 5 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキゴマガイ
ヤマタ ニシ目　 ゴマガイ 科

D ip lom m a tin a （ S in ca） co l la rif e ra  o k ien sis  Pilsb ry et H irase , 1908

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 伊豆半島以西の近畿、 四国、 山口県、 九州に分布するが、 近年の調査

により 島根県西部に新たに生息し ているこ と が分かっ た。 県内では西部

に限っ て記録さ れているが、 今後の調査により 生息域は広がる可能性が

ある。 本種は殻高1 .5 mmほど で、 山間の小渓流に生息する 淡水性巻き

貝である。

概　 　 要

　 殻は殻高1 .5 mm、殻径0 .8 mmの淡黄色をし た半透明の紡錘形である。

宮﨑肺吸虫の中間宿主と し て、 医学的視点から も 各地で生態やほかの動

物と のつながり が調べら れてき た。 微小個体であり 、 その生息環境が小

渓流であるこ と から 県内における 調査は十分と は言えない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での記録は県西部の局限さ れた地域に限ら れている 。 こ れは生息

環境が、 山斜面から 流出するわずかな水に浸る小石や落葉の裏側などと

いう 特殊な点と 関係があるかも し れない。また、条件に合っ た環境であっ

ても 、 必ずし も 生息し ていると は限ら ない。

存続を脅かす原因

　 風雨など自然力による生息環境の流失、 山林開発や渓流の破壊など。

（ 執筆者： 増野　 和幸）

●参考文献

古成　 暁・ 鳥居高明・ 麻沼　 浩・ 三好　 学・ 石井寛子・ 大平美波子・ 海瀬和明・ 馬場冨二夫・ 久松　 奨・ 早川宗志（ 2 0 2 0 ） 静岡県のわさ び田における 底生生物およ び陸上昆虫類等生物相. 
東海自然誌, 1 3 : 3 9 -6 4 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 原　 大和・ 髙橋拓大（ 2 0 2 5 ） 島根県西部における ホラ アナミ ジンニナの新たな生息確認. 豊田ホタ ルの里ミ ュ ージアム研究報告書, 1 7 :1 -5 .
岡藤五郎・ 初鹿　 了（ 1 9 7 9 ） B y th in e lla 属の山口県西部地区における 分布状況. 日本医事新報, 2 8 9 1 : 3 1 -3 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホラ アナミ ジンニナ
エゾタ マキビ目　 ヌ マツボ科

M oria  n ip p o n ica  ( M o ri, 1937)

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 イ ツマテガイ 科に属するヤママメ タ ニシは、 おも に日本海沿岸地域に

見ら れる微小な陸産貝である。 分布は島根県東部より 日本海沿岸沿いに

秋田県大平山まで点在する。

概　 　 要

　 殻は微小で、 殻高4 .5 mm、 殻径は3 mm、 薄質、 高円錐形状で殻色は

淡黄緑褐色を 呈する 。 螺層はほぼ5 層で、 各層は多少膨れ縫合は深い。

殻口は卵形で殻口縁は厚く なら ない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は樹上性でアオキ等の低灌木などの葉裏に付着し ているこ と が多

い。 なお、 隠岐諸島の西ノ 島町焼火山、 島後・ 大満寺山でも 生息が確認

さ れている。 生息地はいずれの地域でも 個体数はき わめて少なく まれで

ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 基準標本産地は松江市枕木山である 。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
増野和幸・ 川野啓介（ 2 0 1 8 ） 島根県における 陸産貝類の生息調査.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書, 2 1 ： 1 0 8 -1 0 9 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） ヤママメ タ ニシ． 改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 8 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅰ類(CR + E N )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヤママメ タ ニシ
エゾタ マキビ目　 イ ツマテガイ 科

Blan fo rd ia  in teg ra  Pilsb ry, 1924

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 隠岐（ 西ノ 島、 中ノ 島、 島後） のみに生息し ている 陸貝であるが、 森

林の伐採等により 生息環境が悪化し 、 個体数が減少し ている。

概　 　 要

　 殻径約4 mm、 殻高約2 mm 、 5 層のき わめて微小な陸貝である 。 殻は

円く 偏平で円錐形であり 、 螺頂は低平である。 林下の落ち葉や石の下な

どに生息する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 西ノ 島、 中ノ 島、 島後） に生息が確認さ れている 。 海岸に面し

た灌木の中や、 山地でも 広葉樹林下に生息し ている。 林床の落ち葉や石

の下などで見かけるこ と が多い。

存続を脅かす原因

　 放牧、 森林の開発、 樹木の伐採、 倒木による林内や林床の乾燥化など。

特記事項

　 近年の調査で他地域でも 同じ 特徴を 持つ個体が記録さ れている。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） オキムシオイ .し まねレッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 7 6 -3 7 7 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） オキムシオイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 3 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オキムシオイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 4 5 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキムシオイ
ヤマタ ニシ目　 ヤマタ ニシ科

Ch am a lycaeu s sa tsu m an u s o k ie n sis  Ku rod a ( M S)

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

陸
・
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水
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貝
類
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滅  
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生
絶
滅

絶
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惧
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類
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選定理由

　 奇抜な形の貝殻を持つムシオイ ガイ の亜種である。 本種は岡山県、 広

島県、 山口県の石灰岩地帯と 島根県、 愛媛県の非石灰岩地帯に分布する

稀産種である 。 県中部や東部から は未記録である。 近年、 生息環境の変

化により 生息環境が減少し ている 。

概　 　 要

　 貝殻は微小で殻径4 .5 mm、 殻高2 .0 mm、 低円錐形。 呼吸管が出る 付

近の螺管部が極端にく びれた後、 急に膨ら んで殻口へ向かう 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 広葉樹林の茂る 沢などの腐葉や朽木が堆積し た砂礫の多い湿度の保た

れたと こ ろ に生息地する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 生息環境の変化により 徐々に厳し く なっ ている。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） イ ト ウムシオイ ガイ .し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 5 4 -3 5 5 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） イ ト ウムシオイ ガイ .改訂し まねレッ ド デ－タ ブッ ク ： 3 9 7 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） イ ト ウムシオイ ガイ .改訂し まねレッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 4 9 ． 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅰ類(CR + E N )撮影者（ 提供者）： 佐々木隆志

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ト ウムシオイ
ヤマタ ニシ目　 ヤマタ ニシ科

Ch am a lycaeu s ito n is ito n is Ku rod a, 1943

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県東部の猿政山が基準標本産地である。 猿政山の生息地では、 生息環

境が悪化し ており 、 絶滅が心配さ れている。

概　 　 要

　 殻は殻高4 .5 －4 .9 mm、殻径2 .3 －2 .5 mm、螺層は4 .5 層、低円錐形状。

ムシオイ ガイ 類と し てはやや大型で、 殻は堅固、 殻色は淡黄褐色にう す

い桃色、 殻形は扁圧さ れた蝸牛形、 殻口はほと んど円形、 その周縁は厚

く 乳白色で光沢がある。 底部は乳白色の滑層が著し く 発達し て臍孔部を

ほと んど閉じ ている。蓋は石灰質で厚く 円形。軟体は淡いあめ色である。

“ ムシオイ ガイ ” と いう 名の由来は殻口近く の体層背部縫合部に横たわ

る管状のも のが「 虫」 を背負っ ているよう に見えるので、 ムシオイ ガイ

と 名がつけら れた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部猿政山周辺と 広島県吾妻山、 六の原に生息するき わめて限ら れ

た地域に生息する 稀産種である。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 生息環境の変化により 徐々に厳し く なっ ている。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） オカ ムラ ムシオイ ガイ .し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 5 2 -3 5 3 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） オカ ムラ ムシオイ ガイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 8 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オカ ムラ ムシオイ ガイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 　 2 0 1 4 動物編： 2 5 0 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オカ ムラ ムシオイ
ヤマタ ニシ目　 ヤマタ ニシ科

Cip an go ch a ra x o kam u ra i （ Azu m a, 1980）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 本種は本州西部より 北海道にかけて分布する。 中国山地では落葉樹林

帯のブナの植生の多い地域にし か生息し ていない稀産種である。 県西部

における生息は、 分布の西限と し て極めて重要である 。

概　 　 要

　 殻は中小型で、 殻高は2 1 mm前後、 殻径は8 mm前後、 7 .5 ー8 層で、

殻色は濃いブド ウ酒色がかっ た栗褐色である。 口唇は白く 殻口内は紫色

である。 中国山地では脊梁山脈のブナ林帯のブナの樹幹に生息する稀産

種である。 夏季にはブナ樹のかなり 上部まで登っ ている 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では船通山、 大万木山、 三瓶山、 鷹ノ 巣山、 奥匹見峡、 安蔵寺山

などのブナ林帯に生息し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 県西部は、 分布の西限と し て極めて重要である。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 8 ） 島根県における 陸産貝類の生息調査、 特に微小種を 中心と し て.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書, 2 1 ： 1 0 8 -1 0 9 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） ク リ イ ロ キセルガイ モド キ.し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 5 0 -3 5 1 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） ク リ イ ロ キセルガイ モド キ.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 9 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） ク リ イ ロ キセルガイ モド キ.改定し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 5 1 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク リ イ ロキセルモド キ
サナギガイ 下目　 キセルガイ モド キ科

M iru s a n d erso n ian u s （ M oellen do rff , 1885）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 基準標本産地を“ 神戸” と する殻高1 0 mm前後の小さ なキセルガイ 類。

近畿・ 中国・ 四国・ 九州北部に分布する が、 各地と も 個体数は少ない。

山地性で大木の根元や朽ち木の裏に生息する。 殻は淡褐～黄白色で、 比

較的薄質、 細長く 紡錘形。

概　 　 要

　 殻高8 .0 ー1 0 .0 mm、 殻径2 .0 ー2 .4 mmで貝殻は小形。 殻口はやや傾

いて洋梨形、 唇縁は反曲し わずかに螺層から 突き 出る。 下軸板は唇縁に

達し ない。 主襞は長く 、 殻周のおよ そ2 /3 。 上・ 下腔襞の間に小さ な腔

襞のあるこ と が特徴。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内の生息は中国山地西部の安蔵寺山と 益田市匹見町三葛の２ カ 所の

みである。 生息の発見には広葉樹の根元などの落葉下、 樹洞、 朽ち木の

裏側などの精査を 要する。

存続を脅かす原因

　 森林の開発や樹木の伐採などによる 林内や林床の乾燥化、 堆積土の攪

乱など。

（ 執筆者： 増野　 和幸）

●参考文献

増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 2 8 : 1 8 1 - 1 9 5 .
湊　 　 宏（ 1 9 9 4 ） 日本産キセルガイ 科貝類の分類と 分布に関する 研究. Venus , 別巻 2 . 2 1 1 pp .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホソ ヒ メ ギセル
キセルガイ 下目　 キセルガイ 科

M eg a lo p h a ed u sa  g racil isp ira  ( M oellen dorf f , 1882 )

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 隠岐（ 島後） の中村から 記録さ れた種で、 近年、 中ノ 島でも 生息が確

認さ れた。 主な生息地では、 大木の伐採や台風による 倒木等で、 個体数

の減少が著し い。

概　 　 要

　 殻高2 7 －2 9 mm、 殻径5 .3 －5 .5 mm、 紡錘形状で褐色から 紫褐色を

呈するが、 縫合の下は白く 、 光沢が強い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島後に生息する こ と が知ら れていたが、 深谷（ 2 0 1 8 ） によ り 中ノ 島

にも 生息するこ と が明ら かになっ た。

存続を脅かす原因

　 放牧、 森林の開発、 樹木の伐採、 倒木による林内や林床の乾燥化など。

特記事項

　 模式標本産地は隠岐の島町中村で、 本土産のナミ ギセルに比べてより

細長く 、 縫合の下は白く 、 成長脈には光沢があり 細かいこ と が特徴。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

深谷　 治（ 2 0 1 8 ） 隠岐諸島・ 中ノ 島で初記録のヒ メ ナミ ギセル. 島根県立三瓶自然館研究報告, 1 6 ： 3 5 -3 6 .
増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） ヒ メ ナミ ギセル.し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 8 6 -3 8 7 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） ヒ メ ナミ ギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 4  . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） ヒ メ ナミ ギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 ： 2 4 6 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ ナミ ギセル
キセルガイ 下目　 キセルガイ 科

Stereo p h aed u sa  u ltim a （ Pilsb ry,1909）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 本種は広島県東部の比婆郡口和町を基準標本産地と し て、 1 9 4 4 年に

黒田、 滝両博士によっ て記載さ れた。 記載時はわずか数個体を得たのみ

で、 原記載文にも 「 今後他の個体を得て本稿のつく さ ざる点を補足し た

い」 と 記さ れているほど当時は稀産であっ た。 県内においても 山間地に

おいて採集さ れるが、 個体数は少なく 稀産種である。

概　 　 要

　 貝殻は中型で、 殻高は3 2 mm、 殻径7 .8 mm、 1 2 （ 1 /3 ） 層。 紡錘形

で螺頂部は鈍く 、 次体層はも っ と も 広い。 殻口は洋梨形で唇縁は全縁で

白色。 その唇縁はひろ がり 反転する。 殻色は黄褐色。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は県東部よ り 県西部の山地の古木・ 倒木に生息するが、 近年生息

数が少なく なっ ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 和名のモリ ヤギセルは当時広島師範学校教諭をし ていた守屋勝太郎氏

が採集し たこ と による。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 8 ） 島根県における 陸産貝類の生息調査、 特に微小種を 中心と し て.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書, 2 1 ： 1 0 8 -1 0 9 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） モリ ヤギセル.し まねレッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）：  3 5 8 -3 5 9 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） モリ ヤギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ：  2 0 0 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） モリ ヤギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 5 2 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

モリ ヤギセル
キセルガイ 下目　 キセルガイ 科

Stereo p h aed u sa  m o riya i ( Ku ro d a et Iw . Taki, 1944)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

陸
・
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水
産
貝
類
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滅  
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絶
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絶
滅
危
惧
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類

絶
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惧
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類
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選定理由

　 本種は九州全域及び四国西部と 中国西部（ 山口県） に広く 分布するキ

セルガイ で、 温暖海流の影響を 受ける 地域に分布する と いわれている。

島根県内おいては稀産種である。

概　 　 要

　 貝殻は中型で、 殻長1 8 mm前後、 殻径は4 mm前後、 螺層は1 0  層で

殻色は黄褐色か暗黄褐色。 殻口は卵形で、 唇縁は全縁で白く 厚く 広がり

反転する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種の県内生息地は県東部と 隠岐（ 西ノ 島、 中ノ 島） においてのみ記

録があっ たが、近年、県西部・ 益田市沖に浮かぶ高島で生息が確認さ れた。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 益田市沖合の高島にも 分布。

（ 執筆者： 増野　 和幸）
●参考文献

増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 8 ） 島根県における 陸産貝類の生息調査、 特に微小種を 中心と し て.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書,（ 2 1 ）： 1 0 8 -1 0 9 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
湊　 　 宏・ 矢野重文・ 中島良典（ 2 0 1 5 ） 高島（ 島根県益田市） の陸産貝類相と 山口県萩沖の離島と の比較. 南紀生物, 5 7 (1 ): 2 8 - 3 4 .
大畑純二（ 2 0 0 5 ） 益田市高島の動物調査雑記. 島根県立三瓶自然館研究報告, 3 : 7 7 - 7 8 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） シイ ボルト コ ギセル.し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 6 6 -3 6 7 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） シイ ボルト コ ギセル.改訂し まねレッ ド デ－タ ブッ ク ： 2 0 1 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シイ ボルト コ ギセル
キセルガイ 下目　 キセルガイ 科

Re in ia  sieb o ld ti i ( L. Pfe if fer, 1848 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内では県西部の益田市、 鹿足郡の山間地域の広葉樹林帯に生息が見

ら れる稀産種である。 山地の古木・ 倒木に生息するが、 近年生息数が少

なく なっ ている。

概　 　 要

　 貝殻は中型で、 殻高は1 9 －2 4 mm、 殻径は4 .5 －5 mm、 紡錘形状を

呈し 、 重厚、 堅固である 。 螺層は1 1 ー1 2 層。 殻表には微細な成長脈が

認めら れる。 角白色の光沢を 有する。 殻口はわずかに突き 出て、 斜位。

唇縁は全縁ひろ がり 反転し 白色の滑層がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種の県内での生息地は、 県西部の益田市（ 旧・ 匹見町） と 津和野町

（ 旧： 日原町）、 吉賀町（ 旧・ 六日市町； 旧・ 柿木村） の山間地に生息し

ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 和名のカ ワモト ギセルは、 採集者である河本卓介氏に献名さ れたも の

である。

（ 執筆者： 増野　 和幸）
●参考文献

岡村一郎（ 1 9 9 7 ） カ ワモト ギセル.し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 8 0 -3 8 1 .島根県.
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） カ ワモト ギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 2 0 0 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） カ ワモト ギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物： 2 5 2  .島根県.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ワモト ギセル
マイ マイ 目（ 柄眼目） キセルガイ 科

Tyran n o p h aed u sa  kaw am o to i  Ku rod a  et Taka i, 1944

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 高知県四万十市（ 旧中村市） を 基準標本産地と する 殻高1 5 mm前後

の小形のキセルガイ 類。 四国・ 九州中部・ 中国地方西部に生息する が、

生息密度が小さ く 、 個体数は各地と も き わめて少ない。 中国地方では島

根県安蔵寺山、 山口県寂地山など数カ 所に限る。 山地性で天然林内の倒

木や朽ち 木の裏側などに生息する。 殻は淡褐色で、 細長い紡錘形。

概　 　 要

　 殻高1 1 .0 ー1 6 .0 mm 、 殻径2 .5 ー3 .5 mmで 貝殻は小形。 殻口は小さ

い洋梨形で螺層から 突き 出る。唇縁はわずかに反曲する。上板は小さ く 、

下板は見えにく い。 主襞は長い。 上腔襞と 下腔襞の間に1 ～2 個の腔襞

がある が、 その数は変異が大き い。 生息地では森林内の大木の根元で、

複数個体が集合し て生息し ていた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での生息は中国山地西部の安蔵寺山および津和野町での２ カ 所の

みである。 生息環境は森林の朽ち木や倒木の下、 古木の根元・ 落葉下な

どで、 生息数は極めて少ない。

存続を脅かす原因

　 森林の開発や樹木の伐採による林内や林床の乾燥化など。

（ 執筆者： 増野　 和幸）

●参考文献

湊　 　 宏・ 多田　 昭（ 2 0 0 8 ） 西日本における ト サギセル種群2 型の分類学的位置について. 南紀生物, 5 0 (2 ): 2 4 0 -2 4 6 .
土田英治・ 藤原廣治・ 金井照夫（ 1 9 7 8 ） 山口県寂地山の陸貝. ちり ぼたん, 1 0 (3 ): 7 0 -7 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ト サギセル
キセルガイ 下目　 キセルガイ 科

Stereo p h aed u sa  to san a  ( Pilsb ry, 1901)

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 隠岐（ 島後） だけに生息すると さ れたが、 西ノ 島町でも 記録さ れてお

り 、 各地と も 個体数はき わめて少ない。

概　 　 要

　 殻径が3 .6 mm 、 殻高が2 .7 mm、 6 ー7 層で 臍孔を も ち 周縁に弱い竜

骨状の角を も つ。 殻は薄い半透明で黄褐色から 褐色で光沢がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は隠岐をタ イ プ産地と し て記載さ れた微小貝で、 個体数の少ない

種である。 広葉樹林内の湿潤な場所を 好み、 落ち葉、 倒木、 石の下に生

息し ている。

存続を脅かす原因

　 森林の開発や樹木の伐採による林内や林床の乾燥化など。

特記事項

　 隠岐の島町中村（ 旧西郷町） を タ イ プ 産地と し て記載さ れた微小種。

近年、 島外から も 記録さ れている。

（ 執筆者： 増野　 和幸）
●参考文献

増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） オキノ ク ニキビ .し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 9 0 -3 9 1 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） オキノ ク ニキビ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 5 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オキノ ク ニキビ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 4 6 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキノ ク ニキビガイ
コ ウラ ナメ ク ジ下目　 シタ ラ 科

Trach ch lam ys o k ie n sis ( Pilsb ry e t Y. H irase, 1908)

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 本種は島根県の脊梁をなす中国山地の広葉樹林のブナ林帯に生息する

大型の陸産貝である。 県内の分布は限ら れた地域にのみ生息し ているも

ので稀産である。

概　 　 要

　 殻は大型強固で ある 。 殻径は4 0 mm前後、 殻高は3 0 mm前後、 螺層

は6 .5 層。 螺塔はやや扁平し た円錐形である 。 殻色は黄褐色から 黒褐色

で、 淡黄色の火炎彩模様が斑状に美し く 現れる。 色帯はツク シマイ マイ

模様である。 殻口は斜めで、 周縁は幅広く 円く 広がり 反転し ている。 臍

孔は狭く 深い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内の分布は県東部の船通山より 県西部の安蔵寺山まで広い範囲に及

ぶが限ら れた地域にのみ生息し ている 。 個体数は少なく 稀産種である。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

特記事項

　 軟体部は背面中央に黒く 幅の広い縦条があるが、 縦条を も たない個体

も 生息する。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） ダイ セン ニシキマイ マイ .し まねレッ ド デ－タ ブッ ク 動物編）： 3 7 4 -3 7 5 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） ダイ セン ニシキマイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 2 0 2 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） ダイ セン ニシキマイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 5 4 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ダイ センニシキマイ マイ
マイ マイ 下目　 オナジマイ マイ 科

Eu h ad ra  san d a i d a isen ica  Ku rod a , 1931

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 隠岐（ 島後） にのみ生息する陸貝で、 近年の自然環境の変化で個体数

は激減し ている。 また、 殻の美し い大型の陸貝であり 、 保護対策が必要

である。

概　 　 要

　 殻高2 7 mm、 殻径4 3 mm、 殻が6 層の個体が多い。 殻は黒褐色である

が、 色帯はツク シマイ マイ そっ く り の模様がある。 殻は偏圧さ れない形

で、 明るい黄色の条が顕著に現れ美し い色彩で、 軟体部は背面中央に太

い黒縦条があり 、 よく 目立つ。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島後のみにみら れ、 常緑広葉樹が茂る 森林に生息する。 神社の境内や

深山で見かけるこ と が多い。

存続を脅かす原因

　 放牧、 森林の開発、 樹木の伐採による 林内や林床の乾燥化など。

特記事項

　 類似種と し てダイ センニシキマイ マイ などがあり 、 コ ガネマイ マイ の

仲間に近い陸貝である。

（ 執筆者： 増野　 和幸）
●参考文献

増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） オキニシキマイ マイ .し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 9 8 -3 9 9 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） オキニシキマイ マイ .改訂し まねレッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 6 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オキニシキマイ マイ .改訂し まねレッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 4 7 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキニシキマイ マイ
マイ マイ 上目　 オナジマイ マイ 科

Eu h ad ra  san d a i o k i  Pilsb ry, 1928

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 隠岐諸島に生息する固有の陸貝であるが、 森林の環境変化により 、 山

地の広葉樹林の減少で生息数が減少し ている。

概　 　 要

　 殻高1 7 m m前後の中型で、 栗褐色。 体層周縁に淡い黄褐の色帯を め

ぐ ら す。 広葉樹林等の林内で落ち 葉や転石が多く 湿度が高い環境に生息

する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島の常緑広葉樹が茂る森林の林床で確認さ れるが、 個体数は少

ない。

存続を脅かす原因

　 放牧、 森林の開発、 樹木の伐採による 林内や林床の乾燥化など。

特記事項

　 隠岐諸島に生息する固有の陸貝。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） オキシメ ク チマイ マイ .し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 9 4 -3 9 5 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） オキシメ ク チマイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 5 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オキシメ ク チマイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 ： 2 4 7 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキシメ ク チマイ マイ
マイ マイ 上目　 ナンバンマイ マイ 科

Sa tsu m a  o k ien sis ( Pilsb ry e t Y. H irase, 1908)

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内の生息地は小河川に限定さ れ、 生息数も 少ないため。

概　 　 要

　 殻は卵円形で、 膨ら みは弱く 平たい。 殻長は最大9 0 mmに達する。

殻の表面には、 逆V字型の模様が顕著であるが、 成長につれて腹縁近く

の模様が消失し 、 平滑と なる。 後背縁の放射状の模様は顕著である。 小

川や用水路の砂礫から 砂泥底に生息する 。 2 年で性成熟し 、 繁殖期は初

夏から 夏である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 東部および西部の小河川や用水路で確認さ れており 、 新た

な生息地も 複数みつかっ ている。 し かし ながら 、 いずれの生息地でも 生

息数は決し て多く ない。 中部での生息状況は不明である。 また、 近年の

研究により 、 マツ カ サガイ には「 広域分布種」・「 東海固有種」・「 北東本

州固有種」 の3 系統が認めら れており 、 県内に生息する も のは「 広域分

布種」 と さ れている。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）
●参考文献

北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑.1 6 8 pp .山と 渓谷社,東京.
近藤高貴（ 2 0 2 0 ） イ シガイ 科貝類の新たな分類体系.ち り ぼたん,5 0 ： 2 9 4 -2 9 6
増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 9 ） 島根県における 淡水産貝類生息調査.ホシザキグリ ーン 財団,（ 1 9 ）： 1 3 1 -1 5 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

準絶滅危惧（ N T ）

マツカ サガイ（ 広域分布種）
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

Pro n o d u la ria   cf . ja p an en sis 1   ( Lea , 1859 )

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 本種は汽水域のはまり 石の裏等の還元環境と いう ごく 限ら れた環境に

生息するため、 全国的にも 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 殻長8 ー1 0 mm程度の長楕円形で、 ふく ら みの強い傘形の小型貝であ

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では中海東部のはまり 石の裏等、 還元環境に付着する。 他の地域

で報告はない。

存続を脅かす原因

　 埋め立て、 水質悪化。

特記事項

　 還元環境に生息。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

福田　 宏（ 2 0 1 4 ） .ミ ヤコ ド リ .環境省編 レッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 　 6  貝類: 4 1 7 . ぎょ う せい.
増田　 修・ 内山り ゅ う （ 2 0 0 4 ） .ミ ヤコ ド リ .「 日本産淡水貝類図鑑」 .ピ－シ－ズ生態写真図鑑シリ －ズ2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 戸田顕史

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ヤコ ド リ
アマオブネ目　 ユキスズメ 科

Ph en aco lep as p u lch e l la ( Lisch ke, 1871)

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内のアズキガイ の記録は少ない。 本種は自然分布と と も に、 他県で

は物流に伴う 市街地周囲での生息も 見ら れる。

概　 　 要

　 殻の殻高は1 0 mm前後、 殻径は５ mm前後、 螺層は5 －6 層位の小型

の陸産貝である。 殻は厚く 堅固で殻色は深紅色をし ているのでこ の名が

ある。 殻口は垂直的で円く 、口縁には１ 対の深い溝状の切れ込みがある。

蓋はう すい革角質で円い。 臍孔は軸唇に覆われて殆ど閉じ る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本県の生息は山地であり 自然分布と 考えら れる。 アズキガイ は、 本州

（ 中部以西） から 四国、 九州にわたっ て、 広い範囲に分布生息する 陸産

貝である。 分布範囲は広いが、 生息地が限定さ れている。 中国地方の場

合、 山陽側の生息地は点在し ているが山陰側はき わめて少ない。 県内で

は西部の益田市のみで稀産種である。

存続を脅かす原因

　 広葉樹林等生息地の保護維持を図る こ と が必要である。

（ 執筆者： 増野　 和幸）
●参考文献

増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） アズキガイ .し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 5 0 -3 5 1 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） アズキガイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 7 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） アズキガイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 ： 2 4 9 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 増野和幸

準絶滅危惧（ N T ）

アズキガイ
ヤマタ ニシ目　 アズキガイ 科

Pu p in e l la  ru fa  ( A. Ad am s et Sow erby, 1864)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 本種はヨ シ原内部の植物の根元等と いう 限ら れた環境に生息する。 全

国的にも 絶滅が危惧する 種であり 、 福田（ 2 0 0 0 ） はヨ シ原の状態が悪

化し た時に最初にいなく なる種と し ている。

概　 　 要

　 殻高4 ー5 mm、 殻径3 ー4 mmで 殻色は黄褐色から 赤褐色。 殻頂部に

虫食い模様のある浸食痕があるこ と が名前の由来。 本州、 四国、 九州に

かけてのヨ シの生育する汽水域に生息する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 汽水域のヨ シ原内部の植物の根元や流木の下等に生息し 、 宍道湖、 大

橋川、 中海では多く 見ら れるが、 他の地域では稀である。

存続を脅かす原因

　 埋め立て、 水質悪化。

特記事項

　 殻上部の虫食い模様の浸食痕が名前の由来。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

福田　 宏（ 2 0 0 0 ） .カ ワザンショ ウ類.有明海の生き も のたち ： 1 2 4 -1 2 5 .佐藤正典編.海游舎．
福田　 宏（ 2 0 0 0 ） .干潟・ 河口域の巻貝類と 生息環境. 佐藤正典編 有明海の生き も のたち ： 1 3 2 -1 3 3 .海游舎．
増田　 修・ 内山り ゅ う （ 2 0 0 4 ） .ムシヤド リ カ ワザンショ ウ. ピ －シ－ズ生態写真図鑑シリ －ズ2 　 日本産淡水貝類図鑑： 1 0 6 . ピ－シ－ズ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 戸田顕史

準絶滅危惧（ N T ）

ムシヤド リ カ ワザンショ ウ
エゾタ マキビ目　 カ ワザンショ ウ科

Assim in ea  p a ra sito lo g ica  ( Ku rod a, 1958)

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 本種は河川河口（ 汽水域） のヨ シ原に隣接する 草むら などに生息し 、

他のカ ワザン ショ ウ科の種に比べて記録例が少ない。

概　 　 要

　 殻高3 mm前後で殻色は黄褐色から 赤褐色。 螺層のふく ら みが強く 外

観は丸みがある。 東京湾から 九州にかけて生息する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では斐伊川水系大橋川、 中海の他、 近年、 佐々木により 益田で確

認さ れた。 いずれも 汽水域の植物の根元や流木の下で確認さ れる。

存続を脅かす原因

　 海岸開発、 湿地開発。

特記事項

　 潮上帯に生息。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

福田　 宏（ 2 0 0 0 ） .カ ワザンショ ウ類. 佐藤正典編 有明海の生き も のたち ： 1 2 5 -1 2 6 .海游舎．
福田　 宏（ 2 0 0 0 ） .干潟・ 河口域の巻貝類と 生息環境. 佐藤正典編 有明海の生き も のたち ： 1 3 2 -1 3 3 .海游舎．
福田　 宏（ 2 0 1 4 ） ヨ シダカ ワザン ショ ウ． 環境省編レ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 　 貝類: 4 1 9 .ぎょ う せい．
増田　 修・ 内山り ゅ う （ 2 0 0 4 ） .ヨ シダカ ワザン ショ ウ. ピ －シ－ズ生態写真図鑑シリ －ズ2 　 日本産淡水貝類図鑑： 1 0 5 . ピ －シ－ズ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 佐々木隆志

準絶滅危惧（ N T ）

ヨ シダカ ワザンショ ウ
エゾタ マキビ目　 カ ワザンショ ウ科

An g u stassim in ea  yo sh id ayu k io i ( Ku rod a, 1959)

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 島根県におけるミ ズゴマツボの出現を確認し た記録は、 こ れまでにわ

ずか数例し かなく 、 生息地が局所的である。

概　 　 要

　 殻高4 mm、 殻幅2 mm程度。 微小な巻貝で、 淡水域または海水の影響

のある汽水域に棲息する。 主と し て、 低塩分で流れのない水域の泥上と

いう 特殊な環境に生息する 。 本種は、 岩手から 鹿児島までの1 1 府県で

生息し ている こ と が記録さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部では宍道湖およ び中海の流入河川河口部や水路に生息する ほ

か、 県中部にも 生息する。

存続を脅かす原因

　 埋め立て、 水質悪化。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

福田宏（ 2 0 0 0 ） ミ ズゴマツ ボ類． 佐藤正典編 有明海の生き も のたち ： 6 -1 2 7 .海游舎.
福田宏（ 2 0 1 4 ） ミ ズゴマツ ボ． 環境省編 レ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 　 貝類: 4 1 7 .
増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 9 ） 島根県における 淡水産貝類生息調査. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 2 ： 1 3 1 -1 5 0 .
戸田顕史・ 馬堀望美・ 福田宏・ 品川明（ 2 0 0 3 ） .宍道湖における ミ ズゴマツ ボの出現と 分布.ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 6 ： 5 9 -6 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ズゴマツボ
エゾタ マキビ目　 ミ ズゴマツボ科

Sten o th yra  ja p o n ica  Ku roda , 1962

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本種は水田や溜池等に生息し 、 生息地は限ら れる。 近年のため池等の

埋め立てによ り 生息地が減少し ている。

概　 　 要

　 大阪以西の本州、 四国、 九州、 沖縄の河川のワンド や池沼に生息する。

殻は円盤状平巻形をし 、 ヒ ラ マキガイ と よく 似ている。 本種は螺層がわ

ずかに凹み、 体層の周縁に著し い角があり 、 下面は極めて平ら であり 、

まさ にレ ン ズのよ う で ある。 成貝は殻径5 ー7 mmで最大1 0 mmを 超え

るも のある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での記録は県東部、 西部および隠岐に分布し 、 県東部の記録が多

いが、 生息地は限ら れている。 条件に合っ た環境では多数みら れる が、

ある溜池では全域で生息するこ と はなく 、 河川流入口付近の水際の植物

に多数付着し ていた。

存続を脅かす原因

　 農薬、 埋め立てなど。

特記事項

　 近似種または同種と みなさ れる種はアジア地域に広く 分布。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）
●参考文献

紀平肇・ 松田征也・ 内山り ゅ う （ 2 0 0 3 ） ク ルマヒ ラ マキガイ . 日本産淡水貝類図鑑①琵琶湖・ 淀川産の淡水貝類,ピ ーシ－ズ生態写真図鑑シリ －ズ1 : 5 7 .
増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 9 ） 島根県における 淡水産貝類生息調査. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 2 : 1 3 9 -1 4 0 .
中井克樹（ 2 0 1 4 ） ク ルマヒ ラ マキガイ （ レ ン ズヒ ラ マキガイ ）． 環境省編 レ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 　 6 　 貝類: 3 1 0 . ぎょ う せい.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

準絶滅危惧（ N T ）

レンズヒ ラ マキ（ ク ルマヒ ラ マキ）
モノ アラ ガイ 目　 ヒ ラ マキ科

H ip p eu tis can to ri ( Ben son , 1850)

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 島根県西部を含む中国地方西部、瀬戸内海島嶼部、愛媛県北部に分布。

基準標本産地は山口県中部。 殻高1 5 mmほど の円錐形を し 、 草本類や

低木の葉上・ 樹幹などで観察さ れる樹上性の貝。 島根県益田市付近に近

縁種・ コ ウダカ シロマイ マイ と の生息境界があると 考えら れている。

概　 　 要

　 殻高1 5 m m、 殻径1 7 mmの灰白色に、 周縁下部にやや幅の広い赤褐

色の色帯のある比較的堅牢な殻を も つ。 多く が色帯を も つが、 局所的に

殻全体が白色・ 無帯の個体がある 。 2 0 1 5 年に新種記載さ れた。 長い間、

鳥取県伯耆地方を基準標本産地と するコ ウダカ シロマイ マイ や、 北九州

市門司を基準標本産地と するキュ ウシュ ウシロマイ マイ と 同一視さ れて

き た。 殻形態・ 軟体部形質、 およ び遺伝子分析により 別種と し て記載さ

れた。 一見すると サンイ ンマイ マイ を小さ く し たよう に見えるが、 並べ

て比較すると 差異は明瞭である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では県西部・ 益田市付近に分布の東限がある と 考えら れており 、

島根県西部から 中国山地を横断し 広島県中・ 東部にかけて生息する。 広

葉樹の低木や草本類の葉上、 樹幹・ 枝などで観察さ れる。 里山の竹林と

雑木林が混交し た林内でも 見るこ と ができ るが個体数は多く ない。

存続を脅かす原因

　 森林の開発や樹木の伐採などによる 林内や林床の乾燥など。

（ 執筆者： 増野　 和幸）

●参考文献

H ira no , T ., K a m eda , Y . a nd  Ch ib a , S. （ 2 0 1 5 ） A  new  sp ec ie s o f A e g is ta  (Ga stropoda : Eupu lmona ta : Ca ma en id a e ) from  the  Chug ok u  D istr ic t, W este rn  H onshu , 
J a p a n . Mo llu sca n  Re se rch , 3 5 (2 ): 1 2 8 -1 3 8 .
増野和幸・ 鳥越兼治（ 2 0 1 4 ） キュ ウシュ ウシロ マイ マイ 種群と シロ マイ マイ における 殻形態と 軟体部形質の比較. Venus, 7 2 (1 -4 ): 8 9 -1 0 8 .
湊　 　 宏（ 1 9 8 8 ） 日本陸産貝類総目録. 2 9 4 pp . 同刊行会. 白浜.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

準絶滅危惧（ N T ）

チョ ウシュ ウシロマイ マイ
マイ マイ 下目　 オナジマイ マイ 科

Aeg ista  h iro sh i fu ku d a i H iran o , Kam eda  et Ch ib a , 2015

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 本州（ 関東以西）・ 四国・ 九州に分布する と さ れ、 各地に点々と 生息

するが、 その個体数はき わめて少ない。 中国地方では山口・ 鳥取県以外

に岡山県での記録がある。 近年の調査により 島根県内では、 中国山地で

数カ 所記録さ れた。 その産地は局限さ れ生息数も き わめて少ない。

概　 　 要

　 殻高1 .5 mm、 殻径2 .0 mmほどの微小貝である 。 殻は薄質で、 各螺層

の縫合が深く 、 側面が階段状になる 。 周縁角が鋭く 竜骨（ キール） 状に

なる。 殻は淡褐色で光沢はない。 表面に細く 弱い螺状脈が見ら れる。 臍

孔はわずかに開き すき 間状。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での生息は中国山地のブナ林などの林床で、 やや乾燥し た落葉中

にみら れる。 林床のリ タ ーを篩を通し て集め、 その落葉中から 顕微鏡下

でピンセッ ト を使っ て採集するほど、 き わめて微小であり 生体の観察や

採集がむずかし い。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採・ 開発などによる林床の攪乱、 豪雨などの土壌流失による

生息地の荒廃。

（ 執筆者： 増野　 和幸）

●参考文献

増野和幸（ 2 0 2 5 ） 山口県で記録さ れたサド ヤマト ガイ と カ サネシタ ラ ガイ . 豊田ホタ ルの里ミ ュ ージアム研究報告書, 1 7 : 5 5 -5 7 .
岡山県環境文化部自然環境課（ 2 0 2 0 ） 岡山県レ ッ ド データ ブッ ク  2 0 2 0  動物編 7  軟体動物.
大垣内宏（ 1 9 7 1 ） カ サネシタ ラ ガイ の新産地. ち り ぼたん, 6 (5 ): 1 1 3 -1 1 4 .
宇野　 明（ 2 0 0 6 ） 鳥取県における カ サネシタ ラ ガイ の記録. 山陰自然史研究, 2 : 3 4 . 鳥取県生物学会.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

準絶滅危惧（ N T ）

カ サネシタ ラ
コ ウラ ナメ ク ジ下目　 シタ ラ 科

Sita l in a  in sig n is ( Pilsb ry et Y. H irase , 1904 )

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

陸
・
淡
水
産
貝
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

295295



選定理由

　 隠岐諸島に生息するサンイ ンマイ マイ の矮小型と さ れる。 こ のこ と か

ら 、 隔離によ る環境条件の差異と 生物進化を考える上で貴重な種と いえ

る。

概　 　 要

　 殻高1 8 .8 －2 0 mmで、殻径は1 8 .5 －2 4 .5 mm、5 ー6 層になっ ている。

殻口はやや下降し ており 斜位であり 卵形に近い。 周縁は薄く 大き く 広く

反転し ており 、 臍孔は狭いながら 存在する。 軟体は色帯の無帯型では乳

白色であり 、 頭瘤のみ暗黒色と なっ ている。 触角はやや褐色に近い。 隠

岐（ 島前） の個体には殻の有帯のも のが多い。 島後では大部分が殻の色

は黄色がかっ たク リ ーム色で無帯の個体である。 比較的明るい広葉樹林

を好んで生息し 、 樹木の幹や葉などで見かけるこ と が多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 分布域は隠岐諸島内全域に生息し ている。 樹上性で比較的見る機会は

多い。

存続を脅かす原因

　 樹木の伐採によ る林内や林床の乾燥化など。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

●参考文献

増野和幸・ 福田貴之・ 白石泰志（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島における 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 9 7 -2 1 2 .
野津　 大（ 1 9 9 7 ） オキマイ マイ .し まねレッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 4 0 2 -4 0 3 . 島根県．
野津　 大（ 2 0 0 4 ） オキマイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 6 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オキマイ マイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 4 8 . 島根県．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 増野和幸

準絶滅危惧（ N T ）

オキマイ マイ
マイ マイ 下目　 オナジマイ マイ 科

Eu h ad ra  d ixo n i o kico la  Pilsb ry , 1927

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 ヤマク ルマは、 本州の近畿以西から 、 四国、 九州にわたっ て、 広い地

域に分布する 陸産貝である。 し かし 中国地方においては、 山陽側では分

布域の広い陸産貝であるが、 山陰側では分布が少なく 、 県西部の限ら れ

た地域にし か見ら れない。

概　 　 要

　 殻は殻径1 4 mm前後と 比較的小さ く 、 扁平状で ある。 螺層はほと ん

ど高まら ない。 臍孔は広く 深い。 殻口はやや斜めで肥厚し 反転する。 殻

色は黄褐色である。 蓋は高い円錐形で中空、 角質の螺旋板をも つ、 と ん

がり 帽子様になる。 活動し ている 時、 体の近く にある蓋は殻の臍孔の空

いた所に入れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部の益田市や津和野町などで、 広葉樹林の林床落葉下に生息する

が、 確認情報が少ない。

存続を脅かす原因

　 森林の開発、 樹木の伐採による乾燥化など。

（ 執筆者： 増野　 和幸）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 増野和幸

情報不足（ D D ）

ヤマク ルマ
ヤマタ ニシ目　 ヤマタ ニシ科

Sp iro sto m a  ja p o n icu m  jap o n icu m （ A. Ad am s, 1867）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 8 ） 島根県における 陸産貝類の生息調査、 特に微小種を 中心と し て.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書,（ 2 1 ）： 1 0 8 -1 0 9 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） .ヤマク ルマガイ .し まねレッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 4 8 -3 4 9 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） .ヤマク ルマガイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 1 9 7 . 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） .ヤマク ルマガイ .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 4 9 . 島根県．
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選定理由

　 イ シガイ 類の中では比較的多く みら れるが、 生息環境の悪化による生

息地・ 個体数の減少が著し く 、 今後検討を要する種であるため。

概　 　 要

　 本種は、 北陸・ 近畿以西に広く 分布する淡水生二枚貝である。 殻はや

や細長い長卵形で 黒色、 殻長は最大9 0 mmほど で 殻の内面は真珠光沢

が顕著である 。 若齢個体は、 黄緑色を帯びる傾向にあり 、 殻長周辺の彫

刻が顕著にみら れる。 主に、湖沼や河川、用水路などの砂礫底や砂泥底、

泥底に生息する。 春～夏にかけて繁殖を行い、 幼生は主にヨ シノ ボリ 類

やオイ カ ワなどの魚類の鰓や鰭に寄生する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内においては、 斐伊川水系と 江の川水系で確認さ れており 、 特に斐

伊川水系では他のイ シガイ 科二枚貝と 比較し て多く の個体を確認するこ

と ができ る。 し かし ながら 、 生息環境の悪化により 各所で減少傾向が見

ら れ、 中には姿を 消し てし まっ た場所も あり 、 県内における本種の生息

状況を速やかに把握する必要がある。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

情報不足（ D D ）

イ シガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

Nod u la ria  d o u g lasiae  (Gray in  Grif f ith  et Pidgeon , 1833)

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 1 6 9 pp .山と 渓谷社,東京．
増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 9 ） 島根県における 淡水産貝類生息調査.ホシザキグリ ーン 財団,（ 1 9 ）： 1 3 1 -1 5 0 ．

選定理由

　 現状確認さ れているのが死殻のみであり 、 更なる調査・ 検討を要する

ため。

概　 　 要

　 本種は、 東海・ 北陸以西に広く 分布する淡水生二枚貝である。 殻は長

卵形で黒色、 前方から 後方にかけて幅広になり 、 後背縁には漣状の彫刻

が見ら れる。 殻長は最大1 0 0 mmほどで殻の内面は真珠光沢が顕著であ

る。 主に、 湖沼や河川、 用水路などの砂礫底や砂泥底に生息する。 早春

に繁殖を行い、 幼生は主にヨ シノ ボリ 類やオイ カ ワなどの魚類の鰓や鰭

に寄生する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は以前から 江の川水系の広島県側では記録さ れているが、 県内に

おいては、 江の川水系にて2 個体分の死殻が確認さ れている のみである。

以降は新たな殻および生貝は確認さ れていないため、 生息数は極めて少

ないと 推測さ れる 。 今後も 更なる調査が望まれる。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

情報不足（ D D ）

カ タ ハガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

Ob ova l is o m ien sis ( Heim bu rg , 1884 )

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

広島県（ 2 0 2 1 ） 広島県の絶滅のおそれのある 野生生物　 レ ッ ド データ ブッ ク ひろ し ま 2 0 2 1 　 貝類（ 淡水産）． 広島県環境県民局自然環境課．
北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 1 6 8 pp .山と 渓谷社,東京．

選定理由

　 生息環境の悪化により 生息地・ 個体数の減少が著し く 、 今後検討を要

する種である 。

概　 　 要

　 本種は、 国内に広く 分布する淡水生二枚貝である。 殻は卵形でふく ら

みが強く 、 殻長は最大2 0 0 mmほどと 大型になる。 殻の内面は真珠光沢

が顕著である。 主に湖沼や河川、 用水路の砂泥底・ 泥底に生息する。 春

～夏にかけて繁殖を行い、 幼生は主にヨ シノ ボリ 類やオイ カ ワなどの魚

類の鰓や鰭に寄生する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では東部から 西部の広い範囲で確認さ れているが、 各所で河川改

修などに起因する 生息環境の悪化によ り 減少傾向が著し い。 かつては生

息地・ 個体数と も に数多く 確認さ れていた斐伊川水系では、 河川改修や

ヌ ート リ アによる 食害などにより 減少傾向にある。 中部では本種を含め

たド ブガイ の仲間が多産する河川では、 生息環境の急速な悪化や河川改

修等で壊滅的な打撃を受け、 2 0 2 2 年に4 個体確認さ れて以降、 未確認。

西部においても 、 生息地・ 生息数が非常に少ない。

存続を脅かす原因

　 水質汚濁、 洪水などによる生息域の消失・ 土砂の堆積、 渇水、 河川改

修、 幼生宿主と なる魚類の減少、 ヌ ート リ アによる食害。

（ 執筆者： 髙橋　 拓大）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 髙橋拓大

情報不足（ D D ）

ヌ マガイ
イ シガイ 目　 イ シガイ 科

Sh in an o d o n ta  la u ta  ( M arten s, 1877)

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

北村淳一・ 内山り ゅ う （ 2 0 2 0 ）「 日本のタ ナゴ　 生態・ 保全・ 文化と 図鑑」： 1 7 0 pp .山と 渓谷社,東京
近藤高貴・ 田部雅昭・ 福原修一（ 2 0 0 6 ） ド ブガイ に 見ら れる遺伝的2 型のグロ キディ ウム幼生の形態．  Venus , 6 5 : 2 4 1 -2 4 5 .
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選定理由

　 本種は河川、 水路、 溜池等などの純淡水域に生息し ているが、 外来の

タ イ ワンシジミ 種群の侵入により 競争的に置換さ れ、 全国で絶滅危惧種

または準絶滅危惧種に指定さ れる 。

概　 　 要

　 東北から 九州、四国の河川等に生息し 、殻長3 0 mm程度の亜三角形で、

殻表面の成長脈は粗い。 殻色は黄褐色から 黒紫色を呈し 光沢はほと んど

ない。 雌雄同体の卵胎生で、 体内受精を行い、 鰓葉内で違いになるまで

保育する。 繁殖期は主に4 月～1 0 月。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では全域に生息するが、 生息地は限ら れる。 生息情報が少ない。

存続を脅かす原因

　 圃場整備、 河川開発、 河川改修、 タ イ ワンシジミ 種群の加入、 交雑。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 増野和幸

情報不足（ D D ）

マシジミ
マルスダレ 目　 シジミ 科

Co rb icu la  le an a ( Prim e, 1864)

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

紀平肇・ 松田征也・ 内山り ゅ う （ 2 0 0 3 ） マシジミ . 日本産淡水貝類図鑑①琵琶湖・ 淀川産の淡水貝類,ピ ーシ－ズ生態写真図鑑シリ －ズ1 : 1 1 8 -1 2 1 .
増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 9 ） 島根県における 淡水産貝類生息調査. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 2 : 1 4 2 .
中井克樹（ 2 0 1 4 ） マシジミ .環境省編　 レッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 　 6 　 貝類: 3 9 9 .ぎょ う せい．

選定理由

　 本種はP ilsb ry 氏が1 9 0 0 年兵庫県揖保郡新宮町篠首を 基準標本産地

と し て記載さ れたも のである。 県内では県東部の限ら れた地域に生息し

ているが生息個体数も 少なく 稀産種である。

概　 　 要

　 貝殻は小型で、 殻高は1 3 －1 4 mm、 殻径約3 mmの細長い紡錘形で、

暗褐色から 黄褐色を呈する。 殻表には粗い成長線がある。 殻口は体層よ

り 前方にわずかに突き 出てやや洋梨形。唇縁は白く 厚く 広がり 反転する。

上板はやや小さ く 縁位。 下板は引き 込み上板の方へ寄る。 下軸板は現れ

ない。 主襞は側位、 やや長い。 上下腔襞は短く やや平行である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部出雲地方にのみ分布するが、 どちら かと いう と 里山的な樹林帯

や社叢林に生息が見ら れる。 し かし 近年は次第に姿を消し ている。 松江

市の城山内も かつてかなり 見ら れたが現在ではまっ たく みら れなく なっ

た。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 増野和幸

情報不足（ D D ）

ヒ メ コ ギセル
キセルガイ 下目　 キセルガイ 科

Tau p h aed u sa  co m es （ Pilsb ry, 1900）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岡村一郎（ 1 9 9 7 ） ヒ メ コ ギセル.し まねレッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 8 8 -3 8 9 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） ヒ メ コ ギセル.改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 2 0 0 ． 島根県．
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） オオタ キコ ギセル（ ヒ メ コ ギセル） .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 2 5 2 ．  島根県．

選定理由

　 本種は東正雄氏が島根県西部・ 吉賀町、 安蔵寺山を 基準標本産地と し

て記載さ れたが、 近年の調査において生体が確認でき ていない。

概　 　 要

　 本 種は 原記載 に よ る と 、 殻 はこ の属と し て はや や大き く 殻 径

1 8 .5 mm、 殻高1 3 .7 mm、 4 層、 殻は薄く も ろ く 球状に近い暗褐色。 殻

皮上にはき わめて細かい毛状体の付属物がある。 軟体部は黒い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では安蔵寺山、 枕木山で採取記録があるが、 いずれも 確認個体数

は少ない。

　 近年、 安蔵寺山一帯で調査が実施さ れているが、 県西部での新たな記

録はなさ れていない。 し かし 、 県東部・ 雲南市付近では幼体、 成体を含

めた生息の確認報告がある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )
撮影者（ 提供者）： 小林和由

情報不足（ D D ）

サイ ゴク ビロ ウド マイ マイ
マイ マイ 下目　 ナンバンマイ マイ 科

N ip p o n o ch lo ritis o ccid en ta l is Azu m a,1982

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

増野和幸・ 川野敬介（ 2 0 1 8 ） 島根県における 陸産貝類の生息調査、 特に微小種を 中心と し て.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書, 2 1 ： 1 0 8 -1 0 9 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原　 大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） サイ ゴク ビ ロ ウド .し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編）： 3 6 8 -3 6 9 . 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） サイ ゴク ビ ロ ウド .改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 2 0 3 . 島根県．
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選定理由

　 近畿地方北部より 中部地方北部へと かなり 広い範囲に分布するが、 中

国地方東部になると 生息が少なく なり 、 島根県では県東部の山地で報告

がある。 県西部ではまっ たく 見ら れない稀産種である 。

概　 　 要

　 貝殻は殻高3 0 mm前後、 螺塔の高い卵形。 殻色は淡茶褐色で、 周縁

に細く 淡い茶褐色の色帯がある こ と が多い。 軟体部は淡茶褐色（ まれに

黒褐色） である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では山地に生息するが、 確認情報は少ない。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 戸田　 顕史）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 増野和幸

情報不足（ D D ）

ヤマタ カ マイ マイ
マイ マイ 下目　 ナンバンマイ マイ 科

Sa tsu m a  p ap il l ib o rm is （ Kobe lt, 1875）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

増野和幸・ 川野啓介（ 2 0 1 8 ） 島根県における 陸産貝類の生息調査.ホシザキグリ －ン 財団研究報告書,（ 2 1 ）： 1 0 8 -1 0 9 .
増野和幸・ 佐々木隆志・ 渡辺勝美・ 小林和由・ 原大和（ 2 0 2 5 ） 中国山地脊梁部おける 陸産貝類の生息状況. ホシザキグリ －ン 財団研究報告, 2 8 ： 1 8 1 -1 9 5 .
岡村一郎（ 1 9 9 7 ） ヤマタ カ マイ マイ ． し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク （ 動物編） : 3 7 2 -3 7 3 .島根県. 島根県．
岡村一郎（ 2 0 0 4 ） ヤマタ カ アマイ マイ ． 改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク ： 2 0 1 .島根県.
戸田顕史（ 2 0 1 4 ） ヤマタ カ マイ マイ ． 改訂し まねレ ッ ド デ－タ ブッ ク 2 0 1 4 ： 2 5 3 ． 島根県.
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